
【R３年度】 学級委員会が全校生徒にアンケートを取り、第一版の「タブレットルール＆マナー」作成
↓

【R４年度】 実態に合わない部分が出てきたため、より現状をふまえた、実効性のあるルールに変更できないか？
との思いから、生徒会を中心とする取組みがスタート

（旧ルール）

従来の“禁止”“規制”のルールから、“それをしたらどうなるか、を主体的に考える”ルールへ
⇒生徒たちが積極的に関与し、参加する「デジタルシティズンシップ」としての価値基準が育まれる

以前は、休み時間や授業中に学習目的以外の使用をする生徒もいたが、新ルールの試行後は、生徒自ら学習場面や手段を主体的に判断してタブレットを使用できるようになった。
既存のアプリケーションについても、どのような場面で使用するのが適切かを自ら考える機会になった。
今後は新ルールを活用し、校区で作成した情報活用能力の系統表をもとに、生徒が自ら判断してデジタル社会を安全に行動できる能力の
向上と、責任ある態度の育成をめざす。

具体的な取組みの内容 生徒会の取組みを通した、ルール＆マナーの策定

取組みを通しての子どもの変容

デジタルシティズンシップを通して、自律と課題解決を促しながら、生徒一人ひとりがタブレットを使う
場面を主体的に判断し、正しい使い方を考えて日常的に使用できるようになる

取組みの概要・ポイント

【デジタルシティズンシップ】
情報手段を適切に用いる力
受け手の気持ちを考え、適性な情報を発信する力

つけたい力

テーマ：みんなで考える、デジタルシティズンシップ
令和４年度
スクール・エンパワーメント推進事業 【様式】取組み成果リーフレット

スマートスクール実現モデル校
大阪狭山市立狭山中学校

ルールは不変ではなく、
絶えず見直しを行っていく9月 生徒会長が全校集会（Meet）で告知し、

フォームでアンケートを実施

10月 新ルールでの試行期間を実施

7月 生徒会と学級委員会が話し合った新ルール案を、
動画を使ってクラスで説明

11月 再度、全校生徒にフォームでアンケートを実施、
職員会議で教員の意見を集約

12月 新ルールの決定 実施へ

5.6月 生徒会と学級委員会がルールの見直しに
ついて議論を開始 議

論
を
重
ね
る

新タブレットルール＆マナー

情報活用能力の系統表等


